
多くのお客さまからご好評をいただいている人協働
ロボットMOTOMAN-HC20DTPに代わり、動作領域や
可搬質量の拡大に加え、設置性や使いやすさの向上を
実現するMOTOMAN-HC35（可搬質量35kg、最大リーチ
2030mm）の販売を2026年5月11日から開始しました。
スリムなアーム構造と本体質量の軽量化に加え、自社

内製センサーの採用により省スペース性を実現すると
ともに、万が一の衝突時の応答性を向上させるなど、使い
やすさと安全性の向上を実現しました。

MOTOMAN-HC35は、お客さまの生産性向上や
製造コスト削減などのニーズにお応えします。

クリーンルームへの対応や清掃性を向上させた
MOTOMAN-HD7、HD8（可搬質量7kg、最大リーチ
927mm/可搬質量8kg、最大リーチ727mm）の販売を
2026年6月1日から開始しました。
ライフサイエンス市場や医薬品市場などの、高度な

衛生管理が求められる環境では、長時間の作業が難しく、
また危険な薬品を扱う場合もあり、自動化ニーズが
高まっていました。
そこで当社は、このような高度な衛生管理が求められる

環境に適した設計によるクリーンルームへの対応、清掃性
を向上させたMOTOMAN-HD7、HD8を開発。お客さま
の安全性確保や作業負荷の低減、効率化のニーズに
お応えします。

ISO 14644-1に基づくクリーンルームクラスに対応
保護等級は全軸IP69相当で優れた特殊コーティング※1

FDA認証※2の食品機械用グリースを採用
清掃しやすく汚れがたまりにくい滑らかな表面

EHEDG推奨事項※3に準拠したアクスルシーリング設計および材料

高度な衛生管理が求められる環境に
適した衛生環境用ロボットをチェック！

■ お問い合わせ先 
ロボット事業部 事業企画部 製品戦略課
TEL ： 093-645-8134

人協働ロボット MOTOMAN-HC35

人協働ロボット
MOTOMAN-HC35

搬送能力の拡大や使いやすさ、
安全性を追求した人協働ロボット

新製品

衛生環境用ロボット MOTOMAN-HD7、HD8

ライフサイエンス市場・医薬品市場で
薬品や小物容器搬送の自動化に貢献するロボット

新製品

雑菌の侵入を防ぐOリングが
取付け可能な溝付きフランジ

動作再開スイッチ

ロボット操作スイッチ

全周ハンドガイドスイッチ

エンドエフェクタ用接続ポート

※1 ： 指定洗浄液については、製品仕様書および取扱説明書に記載しています。
※2 ： アメリカ合衆国保健福祉省（HHS）に属する政府機関（Food and Drug Administration）が制定する認証です。
※3 ： 食品および関連産業の衛生設計ガイドラインを制定する非営利財団：EHEDG（European Hygienic Engineering and Design Group）が推奨する事項です。（注） 人協働用途でご使用の場合にはリスクアセスメントを実施し、適切な安全対策をとる必要があります。

衛生面を考慮した
汚れがたまりにくい軸構造

マニピュレータ下面に
コネクタを配置

使いやすさ、安全性を追求した
人協働ロボットをチェック！

■ お問い合わせ先 
ロボット事業部 事業企画部 製品戦略課
TEL ： 093-645-8134

MOTOMAN-HD7

MOTOMAN-HD8

搬送能力が拡大、パレタイジング能力が向上
・ 可搬質量35 kg × ロングリーチ2030 mm
・ 全動作範囲、全姿勢で35 kg搬送に対応
・ 大型・重量物のデパレタイズやパレタイジング、高所への積付け作業に対応

高トルクねじ締め作業に対応
・ 高い手首軸モーメントにより、全動作範囲、全姿勢で200 N・m以上の高トルクのねじ締付け作業が可能

自社内製センサーにより生産性と安全性を両立
・ 自社内製センサーにより、直感的でスムーズなハンドガイド操作を実現
・ 高い作業速度を実行しながらも、衝突時の力をより低く抑えることが可能なため、生産性と安全性の両立を実現

スリム&コンパクトなデザインで設置の自由度が広がる
・ スリムでコンパクトなアーム形状により周囲との干渉などが減少
・ φ270の小フットプリントで狭い場所にも設置が可能
・ 軽量な本体質量でロボット架台などの設計が容易
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大型ワーク搬送用途に対応したMOTOMAN-GP215L、
G P 4 0 0 L、G P 7 0 0（可搬質量2 1 5 k g、最大リーチ
3114mm/可搬質量400kg、最大リーチ3718mm/可搬
質量700kg、最大リーチ2845mm）の販売を2026年6

月10日から開始しました。
本製品は、自動車業界をはじめとする各種製造現場に

おいて進むワークの大型化・重量化に対応し、広い動作範
囲と高い手首負荷許容値を両立することで、搬送作業の
効率化と自動化の拡大に貢献します。

2026年6月5日（金）に、MECHATROLINK協会
（MMA）の2026年度総会が、東京（秋葉原）のUDX

ギャラリーにて開催されました。
今年度から新たに就任した内山幹事長（株式会社安川
電機モーションコントロール事業部長）による開会の挨拶
に始まり、総会の部では、MMA事務局代表から2025年度
の活動報告と、2026年度の活動計画の説明、続いて
MMA中国支部による活動紹介が行われました。新製品
紹介の部では、当社を含む4社が発表を行いました。後半

では基調講演、その後には懇親会が開催され、参加者同士
の交流時間が設けられました。

また、当社を含む協賛企業による展示と説明コーナー
も設置されますので、是非ご来場をお待ちしております。

2026年10月7日 (水 )～10月9日 (金 )にインテックス
大阪にて開催される、ものづくり ワールド [大阪] の「機械
要素技術展」に出展します。

MMAブースでは、ものづくりの現場を支えるソリュー
ション技術「MECHATROLINK」と導入メリットをデモ機
を使って詳しくご紹介します。

今回行われた総会の
詳しい様子をチェック！

■ お問い合わせ先 
モーションコントロール事業部 ソリューション技術部 パートナ拡大推進課
TEL ： 04-2962-6359

大型ワーク搬送用ロボット MOTOMAN-GP215L、GP400L、GP700

広い動作範囲と高負荷対応を両立した
大型ワーク搬送用ロボットのラインアップ拡充

新製品

MECHATROLINK協会 2026年度総会を開催

ものづくりワールド[大阪] 機械要素技術展　出展のご案内

モーションフィールドネットワーク
MECHATROLINKの普及と発展に取り組む

トピックス

ラインアップが拡充した
大型ワーク搬送用ロボットをチェック！

■ お問い合わせ先 
ロボット事業部 事業企画部 製品戦略課
TEL ： 093-645-8134

GP215Lは広い動作範囲と高負荷対応を両立
・ 最大リーチ：3114mmの広い動作範囲
・ 手首許容値：従来クラス比最大44％向上

GP400Lはトップクラスのリーチと高負荷仕様
・ 最大リーチ：3718mmと従来機種に比べ200mm拡大
・ 手首許容値：従来クラス比最大110％向上

GP700は重可搬に対応するトップクラスの高負荷仕様
・ 最大リーチ：2845mmと従来機種同等
・ 手首許容値：従来クラス比最大60％向上

レイアウト性の向上と省スペース化
・ コンパクト設計により干渉半径を最小化し設備レイアウトの設計自由度を向上
・ 生産ラインのスペースを効率的に使え、ライン長の短縮に貢献

MOTOMAN-GP215L

MOTOMAN-GP400L

MOTOMAN-GP700

MECHATROLINK協会とは?
安川電機が開発・製品化したMECHATROLINKを世界に普及させるために、2003年にオープン化し発足された組織です。
製品開発メンバーおよびユーザーで構成されています。安川電機を含む、幹事会社8社を中心に運営されており、
約3,700社の会員企業が参画しています。

10月7日（水）～9日（金）10:00～17:00
インテックス大阪  　　   　  ホール5  31-40
RX Japan株式会社

会期
会場 ブース
主催

MECHATROLINK協会 総会　プログラム
MECHATROLINK協会幹事長　挨拶

基調講演：
「ソフトバンクが進める次世代社会インフラとフィジカルAI」

MECHATROLINK協会活動報告・活動計画

1

5

特別講演 :
「人とつながりが生み出す、これからのFAの可能性」

6

2

MECHATROLINK協会中国支部 活動紹介3

株式会社安川電機 モーションコントロール事業部長

ソフトバンク株式会社
共通プラットフォーム開発本部 先端AIプラットフォーム統括部 統括部長

技術統括 プロダクトR&D本部 先端技術開発統括部 
先端技術高度化推進部 次世代ネットワーク開発課 課長

MECHATROLINK協会 事務局代表

株式会社アイ・エル・シー 中日本ビジネス部 部長
ハイテックオートメーション合同会社 テクニカルサポートマネージャー

MECHATROLINK協会 中国支部

新製品紹介4

内山 孝弘

山科 瞬 様

小林 謙吾 様

平沼 麻美子

高橋 智也 様
Chris Chung 様

高 其敏

・株式会社システック
・神港テクノス株式会社
・株式会社安川電機
・モベンシス株式会社
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